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ワー ク シ ョ ッ プ 『日本の大学にお ける ロ シア語教育の現状 と課題』

ロ シ ア 語教育研 究会

　 大 学 の 外国語教育 全 体が 非常 に 厳 しい 状況 に お か れ

て い る今 日， 大 学 に お け る外国語教育 とは何 か ，何を

目標 と し，そ の 目標 に 向か っ て 具 体的 に どの よ う な 教

育 を 行 な っ て い くべ きな の か
， 様 々 な角度 か らの 見直

しが 急務で あ る と思 わ れ る。本 ワーク シ ョ ッ プ で は ，

ロ シ ア 語教育研究会 が 専門外 ロ シ ア 語教育 の 現 状 を把

握 す る た め に 200t年 【月 に 実施 し た
「『専門外 ロ シ ア

語教育 』 の 現状 に 関す るア ン ケート」 調査 の結 果 を報

告 す る と と もに，そ の ア ン ケ
ー

ト調査結果 の 分析，及

び ， 大 学教 育改 革 の 中で ロ シ ア 語教育 が 抱 え る 制度上

の 問題 点 や ， 現状 の 授業 の あ り方 の 分析 を通 し，ロ シ

ア語教育 の 向 か う べ き
一

つ の 方 向性 の 例 と して ，「
授

業内容の 明 確化 」 と
「
具 体 的 な 授 業 目標 の 設 定」 を提

案 し た。

　尚，今回の ワ
ー

ク シ ョ ッ プ は ， 円卓会議の 形 で行 わ

れ ，フ ロ ア で は 活発 な 意見 交換 が な さ れ た。

　 ま た，忙 しい 中，ア ン ケ ートに 回答頂 い た 方 に こ の

紙面 を借 りて 御礼申 し上げた い 。

「
ロ シ ア 語 教育改 善の た め の 「専門外 ロ シ ア

語教育」 の 現状 に 関す る ア ン ケ ー
ト」 集計結

果 と分析

　　　　　　　　　　　　　　林 田理 惠 （大 阪外大）

データ処 理 ・分析　伊藤美和子，加藤純子，杉 谷 直 明 ，

　　　　　　　　　高島尚生，横井幸子 （以 上 　大阪

　　　　　　　　 外 大 院），青 木 則 子 （神 戸 外 大

　　　　　　　　 院 ），林 田 理 惠 （大阪外大）

　ア ン ケ
ー

ト調査 か らは，研 究会 が 作成 した ア ン ケー

トに は お さ ま りき らな い ほ ど の 授業形 式の 多様性 や，

現 場 の 教 師の 苦悩 と 努力が うか が え る、

1．調 査結果 か ら

◎半数以 上 の 現 場 で大 学 と して の 外国語教育の コ ン セ

　 プ トが 不 明確　
「
な い 」，「

知 ら な い
」

→ 56 ％

◎ 〈初 級 文 法 ・
教養 と して の 外国語〉 ＜ロ シ ア へ の 関

　心〉 〈日常会話 〉　 並立 さ れ る 3大授業 目標

◎ 多様化 す る 実際 の 授業 目標 　5 つ 以 上 の 選 択 肢 を選

　 ん だ 回答者 の 割合　76．6％

◎
「
初級文 法 の 習得 」

「
．
挨拶

・
自己 紹介 が で き る よ う に

　な る 」
・実際 の 授 業 目標 と し て 選 択 し た 教員 の 約 3

　割 が 本来的 凵標 と は しな い

　　　　　　　　　　実際の 授業

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 目標 とす る

「
初級文法 の 習 得」　　　 79人

「
挨拶 ・自己紹介 が で 　 50人

き る よ うに す る 」

「
ロ シ ア に 興味 を もた 　 68 人

せ る」

「
教養 と し て の 外国語　 58 人

の 知 識 の 獲得 」

「
異文化 理 解 の き っ か 　 50 人

け を与 え る 」

本来的な 授

業目標とする

　 59 人　
一20

　 36人 　 　一14

6［人

51人

7

フ

57人 　 十 7

◎ 単な る
「

ロ シ ア 事情 」 で は な い
「
異 文 化 理解」 の 視

　点確立 の 必要性 の 指摘

◎ 「
授業 目標 が 達成 され て い ない ．」→ 約半数 の 教員 が 指

　 埀商　（51．7％ ）

　理 由 と して
「
時間数不足」　 77．8％

　　　　　　
「

学 生 の モ チ ベ ー
シ ョ ン の 低 さ 」 53．3％

2．現状 の 問 題 点

◎多 くの 大学が 外国語科 目 につ い て の 明確な コ ン セ プ

　 ト を持 た な い ま ま，「
大綱化 」 以 降 ， 枠組 の み の カ

　 リキ ュ ラ ム 改変 を行 い ，セ メ ス ター制の 導 入 も含 め

　 て ， 結果的 に 時間数不足 が よ り進行 し ， また複数年

　次 に わ た る 継続的 な カ リ キ ュ ラ ム 設 定 も不 可 能 と

　 な っ て い る。

◎教 員 側 の 意 図 と し て ，

「
地域学 ・異文化 理 解 の

一
環

　 と して の ロ シ ア語 の 授業」，「
コ ミ ュ ニ ケ

ー
シ ョ ン 能

　力養成 の た め の 授業 」 を実 施 す べ き，と い うこ と が

　近年 の 傾向 と して今 回 の ア ン ケートの 調査結果 に も

　顕著 に 現 れ て い る が，上記 の よ うな 劣 悪 化 す る 教育

　条件下 で こ の よ うな 意 図 が 活 か せ な い 現 実 が あ る 。

◎ 現 場 で の 各教員の 様々 な工 夫 と苦労が 多様化 した 目

　標設定 に 現 れ て い るが ， 平均的 に は ，「
初級文法 の

　獲得」 を 中心 に ，機会 が あ れ ば ロ シ ア 事情 に 触 れ ，

　また
「

挨 拶 ・自己 紹介」 程度 の 簡単 な 会 話練習 を 試

　 み る ，と い う授業が 行 な わ れ て い る、こ の よ うな授
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　業内容 に つ い て 不 本意 で あ る と感 じ て い る教員 も少

　な くな い が ， 各 項 目 を整 合 的 に
一

体化 さ せ る よ うな

　コ ー
ス デザ イ ン を開発 す る まで に は到 っ て い な い 場

　合 が多い 。

◎ 授 業 目標 が 達成 さ れ な い 理 由 と し て，回答者の 6割

　 が
「
受 講生 の 動機 ・意欲不足 」 を 挙 げ て い る が ，

　「
実践的な語学能力 の 習得」 を 目指 す 受 講 生 の ニ ー

　ズ （cf．武 藤 ・梶 川 1999 ：206 「
日 本 の 大 学 に お け

　 る ロ シ ア 語教育 の 現状 に 関す る調 査研究 （V）」
『
京

　都外国語大学　研究論叢　LII』） に，上記の よ うな

　制約 さ れ た条件下 で の 授業内容 が対応 し き れ て い な

　 い こ とか ら ， 受 講生 の 意欲 を 引 き 出す こ と が で き な

　 い とい う事情 もあ る と 思わ れ る 。また，継続性 の な

　 い 単年度 の 履修形態 も，こ の よ うな 事情 に 拍 車 をか

　 け て い る と 言 え る で あ ろ う 。

3．今後の 方 向性

　外国語科 目 の 必 修 の 撤 廃，科 目履修制度 の 拡充 ・生

涯教育
・
社会 人 教 育 の 充実 （キ ャ リ ア デ ィベ ロ ッ プ メ

ン トの
一

環 と して の 受講），大学間の 相互乗 り入れ と

単 位 互 換 制 度 の 制 定，語 学 セ ン タ
ー

構想 と い っ た こ と

が よ り進む 中で
，

こ れ ま で の 安易 な単位取得の み を 目

的 とす る履修 か ら，具体的なモ チベ ー
シ ョ ン を もち ，

修 了 時 の 明 確 な 技能取得 を め ざ す 受講 生 の 履 修へ と

変 っ て い くこ と が 予測 さ れ る 。

4．ロ シ ア 語 教育の 向 か うべ き方向性

■ 明確 な コ ン セ プ トを持 っ た ロ シ ア語教育の 新 し い モ

　デ ル （目標 ， 内容 ， 方法 ，
シ ス テ ム ）の 確立 の 必要

　性

■ 異 文 化 埋 解 を基 盤 と す る異 文化 イ ン タ
ー

ア ク シ ョ ン

　能力 と して の
「

ロ シ ア 語 コ ミュニ ケ
ー

シ ョ ン 能力」

　の 養成 に 向 け，各現場 の 条件 に 応 じた 具体的 な コ
ー

　 ス ・デザ イ ン 作成 の 必要性

■ ロ シ ア語教育 の 新 しい モ デル 確 立 の た め の 専 門 研究

　者 の 養成

高等教育 の 改革 が進 め られ て い る。設置基準 の 大綱化

を承 けた各大学 は，特色ある教育課程 の 編成 に 乗 り出

し， 平成 8 年度まで に 9 割以 上 の 大学 で 何 らか の 教 育

課程改 革が 実施 され て い る。こ の 改革 の 流 れ の 中 ， 外

国 語科 目の 再編が 行われ て き た。2001年現在，18歳

人 冂 の 減少 と進学率 の 上 昇 （SO％ を超 え る 進 学 率 ），

学生 の 学力低下，大学 の 定員割れ とい っ た 現実 に 対応

すべ く，大学教育改革 の i助き は さ らに激 し さ を増 して

お り，FD （教育 能 力 改 善 ） 活 動 が 大 学 で 活 発 に 行 わ

れ る な ど ， 教育内容
・方 法 の 改 善が 改革の 重要 な テ

ー

マ に な っ て い る 。

　大 学 の ロ シ ア 語 教 育 も こ の 大 学 教育 の 変革 の 動 き の

影 響 を大 き く受 け ， 教育過程 の 再編成 に よ る
「

ロ シ ア

語」 科 目の 廃止 ・削減 へ の 動 き，セ メ ス ター
制 に よ る

「
外 匡1語 」 科目全体 の 量 的削減 と い う現実 と と もに ，

自己 点検評価 の 導入 に よ る
「

ロ シ ア 語 」 科 目 へ の 質 的

要求 もあり，「
ロ シ ア 語」 の 授業 の 再考 ， 教育の 目 標

設定 の 必要性が 我 々 に とっ て の 焦 眉 の 課題 とな っ て い

る 。 しか し ，
こ の よ う に 授 業 時 間 数 が 削減 さ れ る 現 状

の 中 ，
ロ シ ア語 の 習得を 目的 と した

「
ロ シ ア語 」 と い

う科 目の 設定が果 た し て可能 な の で あろ うか 。

　 現 状 の 大 学 に お け る語学教育 の 現場 で，「
話 す」

「
聞

く」

「

読 む 」
「
書 く」 とい う総合的言語活動 を目標 と し

た授業が ど こ まで 可能 で あ る か 。 それ を は か る 目的 で ，

「
外 国人 の た め の ロ シ ア 語能力検定試験 」　 THnoBble

TecTbHlo 　PyccKoMy 月3b 【Ky 　KaK 　HHocTpaHHoMy
・．一 （t998

年 1月 ，
ロ シ ア 教育省内に 設 立 され た シ ス テ ム 開発委

員会 に よ っ て ，ロ シ ア の 大学 に 入 学を希望す る 外国人

の 語学能力検定の た め 開発 ， 作成 さ れ た ）の 実施 を試

み た 。 本 ワーク シ ョ ッ プ の 報告 で は，そ の デ
ー

タ を通

し て ， 経験論 で は な く数値的 に 明 らか に な っ た 問題 点

を指摘し ，
そ こ か ら，コ ース デザ イ ン を た て て 授 業 を

行う こ との 重要性 に つ い て の 見解 を 導 き出 した 。

「専門外 ロ シ ア 語 教 育 の 授業の 定義 と明確化

　　ロ シ ア 語教育の 新 しい コ ン セ プ トの 確立

と具体 的な コ
ース デザイ ン 作成 に 向 けて の ロ

シ ア 語能 力検定試験利用 の 試み　　」

　　武藤研介 （京都外大）三 浦 由香 利 （神 戸 外 大 非）

　　北岡千夏 （大阪外大 非 ）

平 成 3 年 の 大学設置基準 の 改正 以 降 ， わ が 国 で は，
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